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横浜青年

● 新型コロナウイルスの感染・拡大防止のた
め、イベントを延期・中止させていただく
場合があります。（参加費は税込み）

レクチャー
■イングリッシュセミナー
ゲストから世界各国の多様な文化の紹介や日
本との比較などを行います。
日　時 6 月17日（金）午前10時～正午
会　場 オンライン（Zoom）
テーマ  Thai Culture～Its Unique Charm～ 
ゲスト Jariya Jiriyasinさん
 （Kingdom of Thailand）
参加費 会員1,200円、一般1,500円
申込み kamakura_info@yokohamaymca.org
問合せ 鎌倉YMCA　☎0467(24)7859

キリスト教理解
■とつか聖書を学ぶ会
日　時 6 月 9 日（木）
 午前10時30分～11時30分
会　場 湘南とつかYMCA 4 階404教室
テーマ　聖書を楽しく学ぼう
講　師  堀野浩嗣氏（横浜戸塚バプテスト教

会牧師）
参加費 無料
問合せ 湘南とつかYMCA　☎045(864)4768
 ymsports@yokohamaymca.org

イベント
■グローバルセミナー「パレスチナ難民を考える」
世界難民の日に合わせ、パレスチナの人びと、特
に女性や子どもに焦点をあて取材を続けるジャー
ナリストの古居みずえさんをゲストに迎え、難民
として暮らす人びとの現状について学びます。
日　時 6 月11日（土）午後 6 時30分～ 8 時
会　場 オンライン（Zoom）
対　象 横浜YMCA国際事業委員会
参加費 無料（要・事前申し込み）
申込み https://bit.ly/ 3 PjOmOt
またはQRコードにてお申込みください。
問合せ 国際・地域事業　☎045(662)3721
■第 1 回 横浜YMCAユースリーダーズ・
　キックオフデイキャンプ
日　時 6 月12日（日）午前10時～午後 4 時30分
会　場  三浦YMCAグローバル・エコ・ヴィ

レッジ（現地集合解散）
対　象 18歳～35歳（高校生不可）
内　容 野外活動体験・村内ウォークラリー等
参加費 1,120円
詳細 https://bit.ly/ 3 wVud99
またはQRコードをご覧ください。
■ホップ・ステップ・キャンプキャンペーン
〇親子プレデイキャンプ
日　時 6 月26日（日）午前 9 時30分～午後 4 時
会　場  三浦YMCAグローバル・エコ・ヴィ

レッジ（現地集合解散）

参加費 会員 7,200円、一般 8,300円
〇ファミリーキャンプ富士山探検隊
大自然の中でキャンプ体験をします。
日　時 7 月 2 日（土）～ 3 日（日） 1 泊 2 日
会　場  富士山YMCAグローバル・エコ・ヴィ

レッジ（現地集合）
申込み 詳細は、https://bit.ly/3LHD
Rl0またはQRコードをご覧ください。

子育て支援
■横浜子育てサポートシステム入会説明会
日　時 6 月 7 日（火）午前10時～11時
 6 月30日（木）午後 1 時30分～ 2 時30分
会　場 金沢区地域子育て支援拠点とことこ
対　象  横浜子育てサポートシステムに入会

を考えている方
問合せ  横浜子育てサポートシステム金沢区

支部事務局　☎045(352)7110
■横浜子育てサポートシステム入会説明会
日　時 6 月17日（金）午前10時15分～11時15分
 30日（木）午後 2 時～ 3 時
会　場 中区地域子育て支援拠点のんびりんこ
対　象  横浜子育てサポートシステムに入会

を考えている方
問合せ  横浜子育てサポートシステム中区支

部事務局　☎045(663)0676
■プレママDay
日　時 6 月 7 日（火）・ 7 月 5 日（火）
 午前10時30分～11時30分

会　場 金沢区地域子育て支援拠点とことこ
対　象 第 1 子妊娠中の方
内　容 タッチケア体験とおしゃべりタイム
申込み 金沢区地域子育て支援拠点とことこ
 ☎045(780)3205

学校説明会
■横浜YMCA学院専門学校
日　時  6 月11日(土)・25日(土)
 午後 1 時～ 3 時
内　容 学校説明会
申込み ☎045(661)0080
■YMCA健康福祉専門学校
日　時  6 月 4 日(土)・11日(土)午前 9 時30分

～12時30分/午後 2 時～ 5 時
内　容 オープンキャンパス
日　時  6 月18日(土) 午 前10時 ～11時30分/

※午後 2 時～ 5 時
内　容 AO入試・学校説明会/※オープンキャンパス
申込み ☎046(223)1441
詳細はhttps://bit.ly/3OaLjr1 
またはQRコードをご覧ください。
■横浜YMCAスポーツ専門学校
日　時 6 月19日(日)午前9 時30分～/午後2 時～
 6 月25日(土)午前10時～/午後2 時～
内　容 入試・学校説明会
申込み ☎045(864)4990
詳細はhttps://bit.ly/3k50tkH
またはQRコードをご覧ください。

　指導や子育てのスペシャリストをお招きし
て｢子どもたちが安心して豊かな生活を送る
ためにできること｣をテーマにお話しを伺い
ます。
■怒らないコーチング、怒らない子育て
　日　時　 6 月 5 日（日）午後 3 時～ 5 時
　会　場　湘南とつかYMCA・オンライン(Zoom）
　参加費　無料

パネリスト：益子直美氏（バレーボール元日
本代表）・池上正氏（NPO法人I.K.O市原アカ
デミー理事長）・一場哲宏氏（伊勢原FCフォ
レスト代表理事）
詳細はhttps://bit.ly/3KTXq9S
またはQRコードをご覧ください。

ウ クラ イナ 支 援 募 金
　日本YMCA同盟・ヨーロッパYMCA同盟・
ウクライナYMCAとの連携による避難民支援
は 4 月末現在、39組 87名の支援につながっ
ています。横浜YMCAでは継続してこの活動
のための支援募金を受け付けています。
　不安の中にいる人びとが少しでも安心して
過ごせるようご協力をお願いいたします。

ウクライナ支援募金（第 2 次募金期間：
2022年 8 月31日まで）詳細はQRコードまたは、

https://bit .ly/3sKNfxyをご覧く
ださい。問合せ　国際・地域事業　
☎045(662)3721

ヘルシーキッズ＆ファミリーキャンペーン
「怒らないコーチング、怒らない子育て」パネルディスカッション開催
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ＶISION2034 FOR YOUTH DEVELOPMENT 公正で平和な世界に向けて、ユースが自らの能力を最大限に発揮し、主体的かつ積極的な貢献によって社会を変革し続けるために

安心して施設をご利用いた
だくため、日常的な消毒清
掃、扉や窓の開放等の感染
予防対策を行っています。

ウイルス感染防止対策の
取り組み

【VISION2034 創立150周年に向けた将来計画】
　横浜YMCAでは、「横浜YMCA－私たちの
使命」に基づき、社会の課題解決のための
活動に取り組んでいます。横浜YMCAが
創 立150周 年 を 迎 え る2034年 に 向 け、
「VISION2034」を策定し2021年4月から取
り組みを展開しています。公正で平和な社
会を創るため担い手を育み、社会に貢献し、
互いを認め合い、高め合う「ポジティブネッ

ト」のある豊かな社会を創る
働きを推進します。詳細はQR
コードまたはURL https://bit.
ly/3NxQ250にてご覧ください。

　横浜YMCAでは、ボランティアとして組織
の運営に関わる常議員や運営委員、事業委
員、各プログラムの指導者（リーダー）など
の役割を担うユースがボランティアとして活
動しています。3月に開催された横浜YMCA
のユースリーダー感謝会では、社会人リー
ダーで、常議員の役割を担うユースの竹中
優奈さんがオンラインで「YMCAのリーダー
で経験した、仲間とと
もに課題を乗り越え
る経験は、就職してか
らも土台となっていま
す」と語りました。

　横浜YMCAでは、ユースが将来に向けたより
良い職業選択につながるインターンシップを
受け入れています。学生（ユース）が興味のあ
る企業や団体などにおいて実際に職業体験を
行うことで、業務内容や働く環境を体験し、理
解を深めることを目的としています。 2021年
度のインターンシップは、横浜中央YMCAウエ
ルネススポーツクラブ・アフタースクール、運
営受託している横
浜市地域子育て支
援拠点のんびりん
こなどで受け入れ
を行いました。

　2021年の10月17日から11月28日において
オンラインで開催された第52回全国YMCA
リー ダー 研 修 会 に、横 浜YMCAから12人 の
ユースリーダーが参加し、豊かな学びと交流
の時を持ちました。「Negative capability × X
= Positive Well-being」をテーマに自分と他者
との関係やコミュニケーションと周りの関係な
どについて考える時をもちました。参加にあた
り 横 浜YMCA
青少年指導者
養成基金（青
少 年 基 金 ）か
らのサ ポート
がありました。

　障がいのある人の就労を支援していこうと
2つのワークサポートセンターを展開してい
ます。一つは2007年に開設した「アンジュ」
にて就労支援や自立に必要なスキルを身につ
けるために手作りパンの販売などを行ってい
ます。もう一つは、「レザン」にて地域や社
会とつながる交流の場として主にカフェの運
営を行っています。
いじめをなくす運動
ピンクシャツデーで
は、刺繍を施したバッ
ジを作成し、完売し
たことで自信をつけ
ることができました。

横浜YMCAで役割を担う
経験を積むユース

ユースの将来につながる
インターンシップ受け入れ

ユースの主体的・積極的な
活動をサポートする青少年基金

就労支援 ワークサポート
センター アンジュとレザン

▼デスクペン 夏休みを前に今年も「ウォーターセーフティーキャンペーン」を行います。6月19日（日）に25ｍチャレンジと着衣泳体験会を開催します。「自分のいのちを守り、みんなのいのちを大切に」する取り組み（２面下ご参照）に、ぜひご参加してみませんか。（直）

　
私
の
Ｙ
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の
つ
な
が
り
は
︑
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浜

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
専
門
学
校
の
日
本
語
学
科

に
入
学
し
た
こ
と
で
す
︒
2
0
2
0
年
10

月
か
ら
で
し
た
が
︑
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
来
日

は
翌
11
月
で
し
た
︒

　
日
本
語
は
イ
ン
ド
で
既
に
学
ん
で
い
ま

し
た
︒
日
本
語
を
学
ん
だ
き
っ
か
け
は
︑

祖
父
が
日
本
の
自
動
車
会
社
の
エ
ン
ジ
ニ

ア
と
し
て
働
い
て
い
て
︑
日
本
語
を
学
ん

だ
ほ
う
が
い
い
と
勧
め
ら
れ
︑
日
本
語
能

力
試
験
Ｎ
2
級
を
取
得
し
て
い
ま
し
た
︒

イ
ン
ド
で
通
訳
の
仕
事
に
就
こ
う
と
考
え

て
い
て
︑
2
社
の
日
本
の
企
業
か
ら
内
定

を
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
日
本
語
を
学
び
続

け
て
い
ま
し
た
が
︑
と
て
も
難
し
く
︑
途

中
で
学
ぶ
こ
と
を
あ
き
ら
め
よ
う
と
思
い

ま
し
た
︒
し
か
し
︑
あ
き
ら
め
て
し
ま
っ

た
ら
︑
こ
れ
以
上
の
日
本
語
力
は
望
め
な

い
こ
と
に
気
付
き
︑
も
っ
と
勉
強
し
よ
う

と
決
め
ま
し
た
︒
そ
の
よ
う
な
中
で
︑
ア

プ
リ
を
用
い
て
日
本
人
と
会
話
を
練
習
す

る
機
会
を
得
ま
し
た
︒
2
年
程
続
け
ま
し

た
が
︑
そ
の
練
習
の
相
手
の
方
が
イ
ン
ド

に
遊
び
に
来
る
こ
と
に
な
り
︑
私
は
イ
ン

ド
を
代
表
し
て
お
迎
え
す
る
気
持
ち
で
観

光
地
を
案
内
し
ま
し
た
︒

　
新
し
い
環
境
で
日
本
語
を
学
び
た
い
気

持
ち
が
大
き

く
な
り
︑
ま

た
︑
ア
プ
リ

で
知
り
合
っ

た
方
が
い
ろ

い
ろ
と
調
べ

て
く
だ
さ
り
︑

学
ぶ
環
境

が
良
い
と
勧

め
ら
れ
た
横

浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
専
門
学
校
の
日
本
語
学

科
に
入
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒

　
日
本
語
学
科
で
は
︑
さ
ま
ざ
ま
な
国
の

学
生
が
集
ま
り
︑
学
び
を
共
に
し
て
い
ま

す
︒
国
や
文
化
︑
習
慣
︑
話
す
言
葉
が
違
っ

て
い
て
も
︑
互
い
に
認
め
合
い
︑
尊
重
し

合
い
︑
分
か
ち
合
い
な
が
ら
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
︒
そ
の
よ
う
な
仲
間
と
と

も
に
学
ぶ
こ
と
で
私
の
視
野
が
と
て
も
広

が
り
ま
し
た
︒
ま
た
︑
学
校
と
同
じ
建
物

に
あ
る
英
語
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
イ
ン
ド
の
話
を
す
る
機
会
を
い
た

だ
き
意
義
深
い
交
流
で
し
た
︒
卒
業
前
の

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
︑
皆
の
前
で
ス

ピ
ー
チ
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
︒
学
校

生
活
で
信
頼
で
き
る
友
人
や
先
生
に
囲
ま

れ
︑
自
分
の
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
︒

2
0
2
1
年
3
月
に
日
本
語
学
科
の

学
び
を
終
え
卒
業
し
ま
し
た
が
︑
さ
ら

に
学
び
た
い
と
思
い
︑
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ネ
ッ
ト
募
金
の
支
援
に
よ

り
︑
同
校
の
国
際
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
に

進
学
で
き
ま
し
た
︒
お
支
え
に
感
謝
い

た
し
ま
す
︒
現
在
は
日
本
で
の
就
職
を

目
指
し
て
日
々
学
習
に
励
ん
で
い
ま
す
︒

149

国
や
文
化
︑
習
慣
な
ど
多
様
な
仲
間
と

共
に
学
び
視
野
が
広
が
り
成
長
で
き
た

チ
ャ
ウ
ハ
ン
プ
ラ
デ
ィ
ー
プ

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
専
門
学
校

国
際
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
　
　

▲ 学校行事で中華街を訪れた 
　 （後列中央 2021年7月） 

▲ ユースリーダとその活動を支えるワイズメンズクラブが相互に協力し、定期的に地域の清掃を行っ
ている。この日は世界のワイズメンズクラブが行動するキャンペーンにユースリーダーが参画した
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横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
︑
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ど
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た
ち
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健
や
か
な
心
と
体
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育
む
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長
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援
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康
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考
え
る
機
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し
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﹁
ヘ
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シ
ー
キ
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＆
フ
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リ
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キ
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ペ
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︑
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力
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﹂
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29
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31
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カ
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に
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た
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催
し
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︒
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月
29
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験
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︑
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Ｍ
Ｃ
Ａ
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︒
こ
の
う
ち
︑
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Ｍ
Ｃ

Ａ
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︑
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に
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水
泳
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ど
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た
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︒
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︑
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︑
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Ｍ
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つ
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ラ
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に
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行
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れ
る
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詳
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い
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横
浜
Ｙ
Ｍ
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で
は
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子
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た
ち
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や
か
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き
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ん
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く
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横
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Ｙ
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で
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事
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︑
尊
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ち
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と
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国
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月
︵
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期
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水
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事
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︑
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去
5
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︑
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ロ

ナ
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に
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い
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︒

　
そ
こ
で
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も
﹁
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の
い
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り
︑
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の
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切

に
﹂を
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に
︑
6
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19
日︵
日
︶

に
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ater Safety Day

﹂
と
し

て
25
ｍ
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
着
衣
泳
体

験
を
全
国
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
一
斉
に

取
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組
む
︒
25
ｍ
チ
ャ
レ
ン
ジ
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れ
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分
の
い
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ち

は
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で
守
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こ
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う
︑
支
持
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こ
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泳
ぐ
技
術
を
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に
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け
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︒
着

衣
泳
体
験
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︑
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ま
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水
の
中
に
落
ち
た
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仕
方
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︒
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コ
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ご
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だ
さ
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︒

ポジティブネットをひろげよう
～今月のよくなる一歩～

世界の子どもたちに
　　ついて知ろう！
世界の子どもたちに
　　ついて知ろう！

　　（Respect　尊敬心）　　（Respect　尊敬心）
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横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
︑
横
浜
市

が
行
っ
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難

民
支
援
と
し
て
行
政
・
市
民
・
企

業
・
民
間
団
体
な
ど
が
連
携
し
て

﹁
オ
ー
ル
横
浜
﹂
で
支
援
し
よ
う

と
﹁
横
浜
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
︒
こ
れ

は
避
難
し
て
き
た
人
の
安
全
や
安

心
を
実
現
し
よ
う
と
8
種
の
支
援

︵
滞
在
ホ
テ
ル
提
供
︑
生
活
支
援

ス
タ
ー
ト
支
援
︑
医
療
サ
ー
ビ
ス
︑

生
活
に
係
る
費
用
︑
住
居
・
家
具
・

電
気
︑
日
常
生
活
の
支
援
︑
就
学・

日
本
語
支
援
︑
ウ
ク
ラ
イ
ナ
カ
フ

ェ
︶
が
用
意
さ
れ
て
い
る
︒

2
月
24
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か
ら
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
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直
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か
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︑
ウ
ク
ラ
イ
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Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
爆
撃
地
か
ら
逃
れ
る

人
び
と
の
た
め
の
宿
泊
・
食
料
・

衣
料
品
・
衛
生
用
品
の
提
供
を
開

始
し
た
︒
ウ
ク
ラ
イ
ナ
近
隣
諸
国

の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
連
携
を
取
り
︑

24
時
間
体
制
で
避
難
民
の
受
け
入

れ
︑
救
助
︑
生
活
の
た
め
の
物
資

支
援
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
︒

こ
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
横

浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
︑
世
界
・
日
本

の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
と
も
に
﹁YM

CA 
stands for peace; YM

C
A 

w
orks for peace 

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は

平
和
を
希
求
し
︑
平
和
の
た
め
に

働
く
﹂
を
掲
げ
︑
3
月
4
日
か
ら
　
　
　
　

4
月
30
日
ま
で
を
第
1
期
と
し
て

﹁
ウ
ク
ラ
イ
ナ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

緊
急
支
援
募
金
﹂
を
呼
び

か
け
た
︒

4
月
15
日
に
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
緊
急
支
援
募
金

の
た
め
の
演
奏
会
﹁
民
族
楽

器
バ
ン
ド
ゥ
ー
ラ
～
平
和
へ

の
し
ら
べ
～
﹂︵
主
催
横
浜

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
・
共
催
公
益
財
団

法
人
か
な
が
わ
国
際
交
流
財

団
・
公
益
財
団
法
人
日
本
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
︑
後
援
日
本
キ

リ
ス
ト
教
会
横
浜
海
岸
教

会
︶
を
開
催
し
た
︒
演
奏
会

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
で
日
本

で
活
動
し
て
い
る
音
楽
家
カ
テ
リ
ー

ナ
さ
ん
を
招
き
︑
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
発

祥
の
地
で
あ
る
横
浜
海
岸
教
会
を
会

場
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
︵
会
場
と
オ
ン

ラ
イ
ン
︶
に
て
開
催
し
︑
2
4
0
人

が
参
加
し
た
︒

　
最
初
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
困
難
な
状

況
に
あ
る
人
び
と
に
黙
と
う
を
捧
げ

た
︒
ウ
ク
ラ
イ
ナ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
動
画

を
通
し
子
ど
も
や
ユ
ー
ス
の
目
か
ら

見
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
状
況
に
触
れ

た
︒
そ
の
後
︑
3
月
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
首
都
キ
ー
ウ
か
ら
日
本
へ
避
難
し

た
カ
テ
リ
ー
ナ
さ
ん
の
母
親
マ
リ
ヤ

さ
ん
が
登
壇
し
﹁
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ

︵
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
︶
の
原
発
事
故

と
軍
事
侵
攻
に
よ
り
︑
二
度
も
故
郷

か
ら
逃
げ
る
こ
と
に
な
り
つ
ら
い
︒

日
本
の
皆
さ
ん
の
優
し
さ
に
感
謝
し

て
い
る
﹂
と
話
し
た
︒
カ
テ
リ
ー
ナ

さ
ん
は
︑
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
謡
や
日
本

の
楽
曲
な
ど
ア
ン
コ
ー
ル
を
含
め
7

曲
を
披
露
し
︑﹁
つ
ら
い
日
が
続
い

て
い
る
が
︑
歌
と
演
奏
で
平
和
を
訴

え
て
い
く
﹂
と
語
っ
た
︒

　
演
奏
会
の
参
加
費
と
会
場
で
寄
せ

ら
れ
た
募
金
は
36
万
9
7
5
6
円
と

な
り
︑
地
域
の
教
会
や
企
業
・
団
体

か
ら
の
募
金
と
合
わ
せ
て
4
7
8
万

6
0
7
円
と
な
っ
た
︒

　
引
き
続
き
︑
5
月
か
ら
は
日
本
に

避
難
を
希
望
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人

と
そ
の
家
族
な
ど
の
呼
び
寄
せ
を
希

望
す
る
人
に
︑
出
国
か
ら
来
日
・
来

日
後
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
た
め
の

﹁
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
募
金
﹂
と
し
て

8
月
31
日
︵
水
︶
ま
で
募
金
を
受
け

付
け
て
い
る
︒

ウ ク ラ イ ナ Y M C A
緊 急 支 援 募 金

▲▲横浜YMCA発祥の地 横浜海岸教会での演奏会で平和を共に願う横浜YMCA発祥の地 横浜海岸教会での演奏会で平和を共に願う
（右下）避難したカテリーナさんの母親マリアさんからもメッセージがあった（右下）避難したカテリーナさんの母親マリアさんからもメッセージがあった

維

持

会

員

　
こ
の
う
ち
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
︑

生
活
に
係
る
費
用
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ

カ
フ
ェ
を
実
施
し
て
い
る
︒
4
月

28
日
に
は
︑
避
難
し
て
い
る
人
が

情
報
交
換
の
場
と
し
て
集
え
る
よ

う
ウ
ク
ラ
イ
ナ
カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ

ン
し
た
︒
初
日
に
は
︑
横
浜
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
か
ら
2
つ
の
サ
ポ
ー
ト
が
行

わ
れ
た
︒
一
つ
は
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ア
ン

ジ
ュ
か
ら
80
個
の
パ
ン
を
提
供
し

た
︒
二
つ
目
は
会
場
に
設
置
さ
れ

た
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
に
て
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
保
育
園
か
ら
2
人
の
保
育
士
が

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子
ど
も
た
ち
に
折

り
紙
や
塗
り
絵
を
紹
介
し
た
︒
子

ど
も
が
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
で
遊
ん

で
い
る
間
に
保
護
者
は
仲
間
と
ゆ

っ
く
り
話
す
時
間
を
持
っ
た
︒

　
カ
フ
ェ
の
名
称
は
ド
ゥ
ル
ー
ズ

ィ
︵
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
で
﹁
と
も
だ

ち
﹂
を
意
味
す
る
︶︒
今
後
は
企
業

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
の
支
援
を

つ
な
ぐ
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
る
︒

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
︑
カ
フ
ェ
の

運
営
主
体
の
横
浜
国
際
交
流
協
会

や
在
日
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
た

ち
と
イ
ベ
ン
ト
の
サ
ポ
ー
ト
や
情

報
提
供
な
ど
の
支
援
を
継
続
す
る
︒

　
菅
野
静
子
︵
敬
称
略
︒
5
月
1

日
ま
で
に
入
金
い
た
だ
い
た
新
規

登
録
の
方
で
す
︶

ウォーターセーフティーキャンペーン開始
６月19日（日）Water Safety Day

横
浜
市
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
保
育
士
が
子
ど
も
た
ち
に
遊
び
紹
介

ウクライナ出身のカテリーナさん演奏会 
横 浜 海 岸 教 会 に て 開 催 ヘルシーキッズ＆ファミリーキャンペーンを開 催

https://bit.ly/3tXtliLhttps://bit.ly/3tXtliL

YMCA stands for peace; YMCA stands for peace; 
YMCA works for peaceYMCA works for peace

～YMCAは平和を希求し、～YMCAは平和を希求し、
平和のために働く～平和のために働く～

子どもたちの健やかな
心 と 体 を 育 む

FLASH NEWS

雨でも楽しく過ごそう

ひとかき

5月7日に、2021年2月の軍事クーデター以来、
市民の生活やいのちが脅かされる状況が続い

ているミャンマーのための特別祈祷会(主催 横浜
YMCA国際事業委員会)がオンラインで開催され、
常議員、運営委員、事業委員、ワイズメンズクラ
ブなど35人が参加した。ミャンマー出身の牧師
によるメッセージに続き、ミャンマーYMCA同盟
総主事、ロイコーYMCA理事によるお祈り、避難
民支援プロジェクトなどの紹介も行われた。

6月20日は難民の保護と支援を目的とした「世
界難民の日」である。横浜YMCAでは、6月

11日（土）午後6時30分から8時までオンライン
でグローバルセミナー｢パレスチナ難民を考える｣
（横浜YMCA国際事業委員会）を開催する。パレ
スチナの人びと、特に女性や子どもに焦点をあて
取材を続けるジャーナリストの古居みずえさんか
ら難民として暮らす人びとの現状を学ぶ。詳細は
4面をご参照ください。

　鎌倉ワイズメンズクラブでは、毎月例会を開
き各界の名士による卓話により、知見を深める
楽しい時間を過ごしています。
　コロナ禍のため、しばらくオンラインで行っ
ていますが、遠隔地の方も気軽に参加できる利
点があります。議題はさまざまですが、最近では、
NHK大河ドラマ「鎌倉殿の13人」にまつわる史
実などを巡る歴史散歩では多くを学びました。
鎌倉には約150の寺社仏閣や、約15の教会があり、
それぞれの歴史について話題が尽きることがあ
りません。かつて実地の散策を各地のメンバー
とともに歩き回りました。感染症が落ち着くこ
とを願い、早く安心して散策を再開したいと望
んでいます。
（鎌倉ワイズメンズクラブ　会長　池田光司）

例会卓話
鎌倉ワイズメンズクラブ

戦争中のスローガンに「八紘一宇」「大東亜共
栄圏」というものがありました。いずれも我が国
がリーダーとして君臨するといったことを言外に
しているようで私には親しめませんでした。

その背景には、戦前から父の勤める会社の中国
人のコックさんが、いつもニコニコと笑顔で、毎
日出される食事はどれもとても評判がよく、祭り
や記念祭の時には、社宅にくまなく配られる中華
まんじゅうが好評でした。社員にも社宅に住む社
員の家族にも人気のあるコックさんでした。私は
近隣諸国の人びとがあのコックさん同様素晴らし
い素質を持っている人が多いに違いないと思い、
共に助け合い、励まし合い、素晴らしい東南アジ
アを築いていきたいと思っていました。

近年技術習得の研修生として、来日している東
南アジアの人びとが雇われ先で、不幸な目に遭い、
逃げ出して、さらに一層不幸な目に遭っていると
いう報道や新聞記事を見るたびに、こんなことで
いいのか、戦時中と変わりないのではないかと暗
い気持ちになります。反面、実習を終え帰国後、
すぐに日本で働いて家を新築し、雇い主にお礼と
して招待したいという便りを受け取った雇い主が
涙を流したという話も聞いていました。

日本で学ぶ多くの技術研修生が無事に笑顔で帰
国ができ、日本での学びが活かされ、希望する職
種に就くことができる平和な日々が続く時が来る
ことを祈っています。

　     （厚木ワイズメンズクラブ　田口堅吉）

体験を平和につなぐ vol.11
中国人との交流から平和を考える

総主事総主事
佐 竹 　 博佐 竹 　 博

　
靴
や
服
を
着
け
た
ま
ま
で
落
水

し
た
場
合
︑
衣
類
が
水
分
を
吸
収

し
て
重
く
︑
動
き
に
く
く
な
り
泳

ぎ
が
得
意
な
人
で
も
う
ま
く
泳
げ

ず
︑
無
駄
に
体
力
を
消
耗
す
る
こ

と
に
も
な
り
か
ね
な
い
︒
身
を
守

り
救
助
を
待
つ
こ
と
を
伝
え
る
フ

レ
ー
ズ
に｢

う
い
て
ま
て｣

が
あ
る
︒

文
字
通
り
﹁
浮
い
て
待
て
﹂
と
い

う
意
味
で
︑
➀
慌
て
ず
に
大
き
く

息
を
吸
っ
て
︑
水
面
に
仰
向
け
に

な
る
︒
➁
手
足
は
大
き
く
大
の
字

に
広
げ
て
︑
水
面
に
浮
く
︒
➂
無

理
に
服
や
靴
を
脱
が
な
い
︒
こ
れ

ら
の
方
法
を
水
害
や
水
の
事
故
が

多
い
ア
ジ
ア
諸
国
に
紹
介
し
た
と

こ
ろ
注
目
を
集
め
︑｢UITEMATE｣

と
い
う
日
本
語
の
ま
ま
︑
広
ま
っ

て
い
る
と
い
う
︒

　
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
水
の
事
故
を
防

ぐ
こ
と
を
広
く
社
会
に
啓

発
す
る
﹁
ウ
ォ
ー

タ
ー
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
﹂
を
30
年
以
上
取
り
組
ん
で
き

た
︒
ま
た
︑
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
水
泳
教

室
は
水
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
教

育
を
行
い
︑
泳
げ
る
こ
と
で
生
命

を
守
る
方
法
を
習
得
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
︒
4
泳
法
の
取
得

は
自
由
に
自
分
の
体
を
水
中
で
動

か
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
の
目
安

だ
︒
万
が
一
の
際
に
泳
げ
る
こ
と

で
救
え
る
命
が
あ
り
︑
水
泳
は
健

康
に
よ
く
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
も
な

る
︒
併
せ

て
︑
水
の
事
故
に
遭
遇

し
た
場
合
に
自
分
の
命
を
守

り
な
が
ら
︑
他
者
の
た
め
に
で

き
る
行
動
な
ど
を
水
泳
教
室
以
外

の
参
加
者
に
も
︑
近
隣
の
小
学
校

等
へ
も
伝
え
て
い
る
︒
し
か
し
︑

災
害
に
よ
る
水
の
事
故
や
︑
慢
心

過
信
に
よ
る
事
故
は
起
き
て
い
る
︒

ま
た
︑
す
べ
き
こ
と
を
し
な
か
っ

た
︑
す
べ
き
で
な
い
こ
と
を
し
た

な
ど
と
い
う
人
間
の
行
為
に
起
因

す
る
重
大
な
事
故
も
起
き
た
ば
か

り
で
あ
る
︒
事
故
事
件
の
報
道
に

接
す
る
た
び
に
︑
ど
ん
な
に
個
人

が
備
え
て
い
て
も
防
げ
な
い
こ
と

が
あ
る
無
力
感
が
心
を
支
配
し
よ

う
と
す
る
︒
し
か
し
大
切
な
命
を

守
る
す
べ
を
伝
え
な
い
理
由
に
は

な
ら
な
い
︑
今
年
も
心
を
奮
い
立

た
せ
て
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
は
命

の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
く
︒

　梅雨の季節がやってきます。子
どもたちは天候に関係なく元気
いっぱいに毎日を過ごしていま
す。雨が続くと家での過ごし方も
頭を悩ませることもあるのではな
いでしょうか。
　そのような時は思い切って、雨
の時にしかできないことで楽しん
でみませんか。保育園では、雨が
小降りの日に、カッパなどを着て
散歩に出掛けることもあります。
草花に雨のしずくが垂れているの
を観察することや、水溜まりの上
を歩くことで、いつもの散歩コー
スも特別なものになります。

　部屋の中では、新聞ちぎりや小
麦粉、寒天、片栗粉を水に混ぜた
粘土を固めて色々な感触を楽しん
で過ごしています。布団の圧縮袋
に水を入れ、ウォーターマットを
作って触れるのも楽しいです。
　子どもの五感は刺激をたくさん
受けるほど発達し、豊かな情緒や
発想力、考える力につながります。
五感を使った遊びは、身近な所に
たくさんあり、子どもたちにとっ
てはどんな素材も楽しい魅力的な
遊びにつながります。
（YMCAつるみ保育園　
　　　　　主任　野口真実）

　
リ
ハ
ビ
リ
の
専
門
職
で
あ
る
作
業
療
法

士
を
養
成
す
る
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
専
門

学
校
で
は
︑
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
や
情
報
提
供

の
場
所
と
し
て
﹁
つ
な
が
る
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
﹂

を
毎
月
第
3
土
曜
日
午
後
2
時
か
ら
4
時

に
横
浜
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
お
い
て
開
催
し

て
い
た
︒
コ
ロ
ナ
禍
に
て
開
催
を
見
送
っ

て
い
た
が
︑
6
月
18
日︵
土
︶か
ら
再
開
し
︑

﹁
ペ
ー
パ
ー
ナ
プ
キ
ン
で
花
飾
り
作
り
﹂

を
行
う
予
定
︒

　﹁
つ
な
が
る
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
﹂
と
し
て
今
年
度

は
︑
子
ど
も
た
ち
も
対
象
に
加
え
︑
多
様
な

世
代
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
機
会
に
す

る
︒
材
料
費
3
0
0
円
︒
申
込
み
不
要
︒

横浜
つ
な
が
る
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ

多
世
代
交
流
の
機
会

命を守るための水泳命を守るための水泳

　
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
混
声
合
唱
団
な
ら
び
に

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
Ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ

ｄ
ｓ
︵
ハ
ン
ド
ベ
ル
︶
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
練
習
を
見

送
っ
て
い
た
︒

　
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
混
声
合
唱
団
︵
Ｙ
混
︶

は
︑
４
月
か
ら
練
習
参
加
人
数
を
半
数
に

し
て
練
習
を
再
開
し
た
︒
メ
ン
バ
ー
は
久

し
ぶ
り
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
の
練
習
に
喜
び
︑

近
況
報
告
や
体
調
を
気
遣
う
言
葉
を
交
わ

し
た
後
︑
練
習
に
取
り
組
ん
だ
︒

　
一
方
︑
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
Ｐ
ｏ
ｒ
ｔ

Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
は
感
染
対
策
し
︑
練

習
を
行
っ
て
い
る
︒
６
月
の
練
習
は
７

日
・
21
日
︵
両
日
と
も
火
曜
日
︶
を
予

定
し
て
い
る
︒
体
験
の
申
込
み
は
代

表
千
葉
さ
ん
︵orgelchjin1108@

gm
ail.com

︶
へ
︒

横浜
半
数
の
人
数
で

Ｙ
混
練
習
再
開

▲楽しく体を動かすことに取り組んだヘルシーキッズデー

▲昨年プールで行ったいのちを守るための着衣泳体験

▲ キッスコーナーで子どもたちと折り紙で遊
ぶ横浜YMCAの保育士
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横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
︑
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
心
と
体
を
育
む

成
長
の
支
援
と
家
族
で
健
康
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
と
し
て
﹁
ヘ
ル

シ
ー
キ
ッ
ズ
＆
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
～
育
も
う
子
ど
も
の
考

え
る
力
︑
生
き
る
力
～
﹂
を
4
月

29
日
か
ら
5
月
31
日
ま
で
の
約
1

カ
月
に
わ
た
り
開
催
し
た
︒

4
月
29
日
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
は
︑

8
つ
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
50
種
類
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
6
0
0
人
が
参
加
し

た
︒
こ
の
う
ち
︑
横
浜
北
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
で
は
︑
プ
ー
ル
に
て
親
子
で
で

き
る
水
泳
体
験
会
や
子
ど
も
た
ち

が
水
中
運
動
会
に
取
り
組
み
︑
楽

し
く
運
動
に
取
り
組
ん
だ
︒
ス
タ

ジ
オ
で
は
親
子
体
操
︑
サ
ッ
カ
ー
︑

親
子
で
さ
か
あ
が
り
な
ど
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
ほ
か
︑
親
子
空
手
に

も
取
り
組
ん
だ
︒
保
護
者
か
ら﹁
子

ど
も
と
一
緒
に
運
動
す
る
機
会
と

な
っ
た
﹂
と
感
想
が
あ
っ
た
︒

　
横
浜
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
︑
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
体
験
会
︑フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ッ
カ
ー
︑
ベ
ビ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
︑

湘
南
と
つ
か
・
藤
沢
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で

は
︑
子
ど
も
た
ち
が
苦
手
に
な
り

が
ち
な
鉄
棒
や
か
け
っ
こ
な
ど
の

種
目
を
行
い
︑
で
き
る
体
験
を
積

み
重
ね
て
い
け
る
よ
う
行
わ
れ
た
︒

厚
木
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
カ
ヤ
ッ
ク
体

験
や
プ
ー
ル
・
体
育
館
開
放
︑
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
山
手
台
セ
ン
タ
ー
で
は
︑

プ
ー
ル
で
種
目
別
泳
法
や
大
き
な

ボ
ー
ル
を
浮
か
べ
て
遊
ぶ
ウ
ォ
ー

タ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
だ
︒

　
さ
ら
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
授
業
や
講
座
も
行
わ
れ
た
︒

5
月
25
日
に
は
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
賛
助
会
企
業
の
タ
カ
ナ
シ

乳
業
株
式
会
社
協
力
に
よ
る

﹁
子
ど
も
た
ち
に
か
か
せ
な

い
食
事
﹂
を
テ
ー
マ
に
牛
乳

が
で
き
る
ま
で
や
栄
養
な
ど

に
つ
い
て
の
授
業
が
あ
っ
た
︒

28
日
に
は
︑﹁
ゲ
ー
ム
や
ネ
ッ

ト
と
上
手
に
付
き
合
っ
て
い

く
に
は
﹂
を
テ
ー
マ
に
森
昭

憲
富
山
県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
院
・
こ
ど
も
支
援

セ
ン
タ
ー
小
児
科
部
長
・
精

神
科
部
長
が
健
康
づ
く
り
に

つ
な
が
る
ネ
ッ
ト
と
の
付
き
合
い

方
の
ポ
イ
ン
ト
を
語
っ
た
︒

6
月
5
日
︵
日
︶
午
後
3
時
か

ら
5
時
に
は
︑﹁
怒
ら
な
い
コ
ー
チ
ン

グ
︑
怒
ら
な
い
子
育
て
﹂
を
テ
ー
マ

に
益
子
直
美
氏
︵
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
元

日
本
代
表
︶︑
池
上
正
氏
︵
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
Ｉ
･
Ｋ
･
Ｏ
市
原
ア
カ
デ
ミ
ー

理
事
長
︶︑
一
場
哲
弘
氏
︵
一
般
社

団
法
人
伊
勢
原
F
Ｃ
フ
ォ
レ
ス
ト
代

表
理
事
・
日
本
キ
ッ
ズ
コ
ー
チ
ン
グ

協
会
講
師
︶
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
湘
南
と
つ
か
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

︵
対
面
会
場
︶
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て

行
わ
れ
る
︒
詳
細
は
4
面
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
︒

　
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
︑
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
心
と
体
を
育
み
︑

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
運
動
習
慣

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
︒

　
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
︑
全
国
の
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
と
と
も
に
6
月
1
日
か
ら

﹁
ウ
ォ
ー
タ
ー
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
﹂
に
取
り
組
ん
で
い
る
︒

こ
の
取
り
組
み
は
︑
毎
年
水
辺
で
の

水
難
事
故
を
防
止
し
︑
尊
い
﹁
い
の

ち
﹂
を
守
り
育
て
る
と
と
も
に
︑
子

ど
も
た
ち
の
水
辺
で
の
豊
か
な
経
験

が
﹁
い
の
ち
﹂
を
育

む
こ
と
を
推
進
す
る

と
し
て
い
る
︒
警
察

庁
の
発
表
に
よ
る
と

昨
年
全
国
で
7
月
か

ら
8
月
︵
夏
期
︶
の

水
難
事
故
は
4
5
1

件
︑
水
難
者
数
は
5

6
5
人
︑
う
ち
死
者・

行
方
不
明
者
は
2
1

2
件
と
報
告
さ
れ
た
︒

過
去
5
年
間
で
最
小

と
な
っ
た
が
︑
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
自
粛
生

活
の
影
響
も
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
︒

　
そ
こ
で
今
年
も
﹁
自
分
の
い
の
ち

を
守
り
︑
み
ん
な
の
い
の
ち
を
大
切

に
﹂を
テ
ー
マ
に
︑
6
月
19
日︵
日
︶

に
﹁W

ater Safety Day

﹂
と
し

て
25
ｍ
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
着
衣
泳
体

験
を
全
国
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
一
斉
に

取
り
組
む
︒
25
ｍ
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
溺
れ
た
際
に
自
分
の
い
の
ち

は
自
分
で
守
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
︑
支
持
物
を
使
う
こ
と
や

泳
ぐ
技
術
を
身
に
付
け
る
︒
着

衣
泳
体
験
は
︑
服
を
着
た
ま
ま

水
の
中
に
落
ち
た
際
の
行
動
の

仕
方
や
溺
れ
て
い
る
人
を
見
つ

け
た
際
の
行
動
を
学
ぶ
︒
詳
細
・

申
し
込
み
は
QR
コ
ー
ド
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
︒

ポジティブネットをひろげよう
～今月のよくなる一歩～

世界の子どもたちに
　　ついて知ろう！
世界の子どもたちに
　　ついて知ろう！

　　（Respect　尊敬心）　　（Respect　尊敬心）

 せかい  こ

 し

　
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
︑
横
浜
市

が
行
っ
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難

民
支
援
と
し
て
行
政
・
市
民
・
企

業
・
民
間
団
体
な
ど
が
連
携
し
て

﹁
オ
ー
ル
横
浜
﹂
で
支
援
し
よ
う

と
﹁
横
浜
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
︒
こ
れ

は
避
難
し
て
き
た
人
の
安
全
や
安

心
を
実
現
し
よ
う
と
8
種
の
支
援

︵
滞
在
ホ
テ
ル
提
供
︑
生
活
支
援

ス
タ
ー
ト
支
援
︑
医
療
サ
ー
ビ
ス
︑

生
活
に
係
る
費
用
︑
住
居
・
家
具
・

電
気
︑
日
常
生
活
の
支
援
︑
就
学・

日
本
語
支
援
︑
ウ
ク
ラ
イ
ナ
カ
フ

ェ
︶
が
用
意
さ
れ
て
い
る
︒

2
月
24
日
か
ら
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
直
後
か
ら
︑
ウ
ク
ラ
イ
ナ
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
爆
撃
地
か
ら
逃
れ
る

人
び
と
の
た
め
の
宿
泊
・
食
料
・

衣
料
品
・
衛
生
用
品
の
提
供
を
開

始
し
た
︒
ウ
ク
ラ
イ
ナ
近
隣
諸
国

の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
連
携
を
取
り
︑

24
時
間
体
制
で
避
難
民
の
受
け
入

れ
︑
救
助
︑
生
活
の
た
め
の
物
資

支
援
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
︒

こ
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
横

浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
︑
世
界
・
日
本

の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
と
も
に
﹁YM

CA 
stands for peace; YM

C
A 

w
orks for peace 

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は

平
和
を
希
求
し
︑
平
和
の
た
め
に

働
く
﹂
を
掲
げ
︑
3
月
4
日
か
ら
　
　
　
　

4
月
30
日
ま
で
を
第
1
期
と
し
て

﹁
ウ
ク
ラ
イ
ナ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

緊
急
支
援
募
金
﹂
を
呼
び

か
け
た
︒

4
月
15
日
に
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
緊
急
支
援
募
金

の
た
め
の
演
奏
会
﹁
民
族
楽

器
バ
ン
ド
ゥ
ー
ラ
～
平
和
へ

の
し
ら
べ
～
﹂︵
主
催
横
浜

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
・
共
催
公
益
財
団

法
人
か
な
が
わ
国
際
交
流
財

団
・
公
益
財
団
法
人
日
本
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
︑
後
援
日
本
キ

リ
ス
ト
教
会
横
浜
海
岸
教

会
︶
を
開
催
し
た
︒
演
奏
会

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
で
日
本

で
活
動
し
て
い
る
音
楽
家
カ
テ
リ
ー

ナ
さ
ん
を
招
き
︑
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
発

祥
の
地
で
あ
る
横
浜
海
岸
教
会
を
会

場
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
︵
会
場
と
オ
ン

ラ
イ
ン
︶
に
て
開
催
し
︑
2
4
0
人

が
参
加
し
た
︒

　
最
初
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
困
難
な
状

況
に
あ
る
人
び
と
に
黙
と
う
を
捧
げ

た
︒
ウ
ク
ラ
イ
ナ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
動
画

を
通
し
子
ど
も
や
ユ
ー
ス
の
目
か
ら

見
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
状
況
に
触
れ

た
︒
そ
の
後
︑
3
月
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
首
都
キ
ー
ウ
か
ら
日
本
へ
避
難
し

た
カ
テ
リ
ー
ナ
さ
ん
の
母
親
マ
リ
ヤ

さ
ん
が
登
壇
し
﹁
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ

︵
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
︶
の
原
発
事
故

と
軍
事
侵
攻
に
よ
り
︑
二
度
も
故
郷

か
ら
逃
げ
る
こ
と
に
な
り
つ
ら
い
︒

日
本
の
皆
さ
ん
の
優
し
さ
に
感
謝
し

て
い
る
﹂
と
話
し
た
︒
カ
テ
リ
ー
ナ

さ
ん
は
︑
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
謡
や
日
本

の
楽
曲
な
ど
ア
ン
コ
ー
ル
を
含
め
7

曲
を
披
露
し
︑﹁
つ
ら
い
日
が
続
い

て
い
る
が
︑
歌
と
演
奏
で
平
和
を
訴

え
て
い
く
﹂
と
語
っ
た
︒

　
演
奏
会
の
参
加
費
と
会
場
で
寄
せ

ら
れ
た
募
金
は
36
万
9
7
5
6
円
と

な
り
︑
地
域
の
教
会
や
企
業
・
団
体

か
ら
の
募
金
と
合
わ
せ
て
4
7
8
万

6
0
7
円
と
な
っ
た
︒

　
引
き
続
き
︑
5
月
か
ら
は
日
本
に

避
難
を
希
望
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人

と
そ
の
家
族
な
ど
の
呼
び
寄
せ
を
希

望
す
る
人
に
︑
出
国
か
ら
来
日
・
来

日
後
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
た
め
の

﹁
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
募
金
﹂
と
し
て

8
月
31
日
︵
水
︶
ま
で
募
金
を
受
け

付
け
て
い
る
︒

ウ ク ラ イ ナ Y M C A
緊 急 支 援 募 金

▲▲横浜YMCA発祥の地 横浜海岸教会での演奏会で平和を共に願う横浜YMCA発祥の地 横浜海岸教会での演奏会で平和を共に願う
（右下）避難したカテリーナさんの母親マリアさんからもメッセージがあった（右下）避難したカテリーナさんの母親マリアさんからもメッセージがあった

維

持

会

員

　
こ
の
う
ち
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
︑

生
活
に
係
る
費
用
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ

カ
フ
ェ
を
実
施
し
て
い
る
︒
4
月

28
日
に
は
︑
避
難
し
て
い
る
人
が

情
報
交
換
の
場
と
し
て
集
え
る
よ

う
ウ
ク
ラ
イ
ナ
カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ

ン
し
た
︒
初
日
に
は
︑
横
浜
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
か
ら
2
つ
の
サ
ポ
ー
ト
が
行

わ
れ
た
︒
一
つ
は
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ア
ン

ジ
ュ
か
ら
80
個
の
パ
ン
を
提
供
し

た
︒
二
つ
目
は
会
場
に
設
置
さ
れ

た
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
に
て
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
保
育
園
か
ら
2
人
の
保
育
士
が

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子
ど
も
た
ち
に
折

り
紙
や
塗
り
絵
を
紹
介
し
た
︒
子

ど
も
が
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
で
遊
ん

で
い
る
間
に
保
護
者
は
仲
間
と
ゆ

っ
く
り
話
す
時
間
を
持
っ
た
︒

　
カ
フ
ェ
の
名
称
は
ド
ゥ
ル
ー
ズ

ィ
︵
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
で
﹁
と
も
だ

ち
﹂
を
意
味
す
る
︶︒
今
後
は
企
業

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
の
支
援
を

つ
な
ぐ
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
る
︒

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
︑
カ
フ
ェ
の

運
営
主
体
の
横
浜
国
際
交
流
協
会

や
在
日
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
た

ち
と
イ
ベ
ン
ト
の
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ウォーターセーフティーキャンペーン開始
６月19日（日）Water Safety Day
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ウクライナ出身のカテリーナさん演奏会 
横 浜 海 岸 教 会 に て 開 催 ヘルシーキッズ＆ファミリーキャンペーンを開 催

https://bit.ly/3tXtliLhttps://bit.ly/3tXtliL
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～YMCAは平和を希求し、～YMCAは平和を希求し、
平和のために働く～平和のために働く～

子どもたちの健やかな
心 と 体 を 育 む

FLASH NEWS

雨でも楽しく過ごそう

ひとかき

5月7日に、2021年2月の軍事クーデター以来、
市民の生活やいのちが脅かされる状況が続い

ているミャンマーのための特別祈祷会(主催 横浜
YMCA国際事業委員会)がオンラインで開催され、
常議員、運営委員、事業委員、ワイズメンズクラ
ブなど35人が参加した。ミャンマー出身の牧師
によるメッセージに続き、ミャンマーYMCA同盟
総主事、ロイコーYMCA理事によるお祈り、避難
民支援プロジェクトなどの紹介も行われた。

6月20日は難民の保護と支援を目的とした「世
界難民の日」である。横浜YMCAでは、6月

11日（土）午後6時30分から8時までオンライン
でグローバルセミナー｢パレスチナ難民を考える｣
（横浜YMCA国際事業委員会）を開催する。パレ
スチナの人びと、特に女性や子どもに焦点をあて
取材を続けるジャーナリストの古居みずえさんか
ら難民として暮らす人びとの現状を学ぶ。詳細は
4面をご参照ください。

　鎌倉ワイズメンズクラブでは、毎月例会を開
き各界の名士による卓話により、知見を深める
楽しい時間を過ごしています。
　コロナ禍のため、しばらくオンラインで行っ
ていますが、遠隔地の方も気軽に参加できる利
点があります。議題はさまざまですが、最近では、
NHK大河ドラマ「鎌倉殿の13人」にまつわる史
実などを巡る歴史散歩では多くを学びました。
鎌倉には約150の寺社仏閣や、約15の教会があり、
それぞれの歴史について話題が尽きることがあ
りません。かつて実地の散策を各地のメンバー
とともに歩き回りました。感染症が落ち着くこ
とを願い、早く安心して散策を再開したいと望
んでいます。
（鎌倉ワイズメンズクラブ　会長　池田光司）

例会卓話
鎌倉ワイズメンズクラブ

戦争中のスローガンに「八紘一宇」「大東亜共
栄圏」というものがありました。いずれも我が国
がリーダーとして君臨するといったことを言外に
しているようで私には親しめませんでした。

その背景には、戦前から父の勤める会社の中国
人のコックさんが、いつもニコニコと笑顔で、毎
日出される食事はどれもとても評判がよく、祭り
や記念祭の時には、社宅にくまなく配られる中華
まんじゅうが好評でした。社員にも社宅に住む社
員の家族にも人気のあるコックさんでした。私は
近隣諸国の人びとがあのコックさん同様素晴らし
い素質を持っている人が多いに違いないと思い、
共に助け合い、励まし合い、素晴らしい東南アジ
アを築いていきたいと思っていました。

近年技術習得の研修生として、来日している東
南アジアの人びとが雇われ先で、不幸な目に遭い、
逃げ出して、さらに一層不幸な目に遭っていると
いう報道や新聞記事を見るたびに、こんなことで
いいのか、戦時中と変わりないのではないかと暗
い気持ちになります。反面、実習を終え帰国後、
すぐに日本で働いて家を新築し、雇い主にお礼と
して招待したいという便りを受け取った雇い主が
涙を流したという話も聞いていました。

日本で学ぶ多くの技術研修生が無事に笑顔で帰
国ができ、日本での学びが活かされ、希望する職
種に就くことができる平和な日々が続く時が来る
ことを祈っています。

　     （厚木ワイズメンズクラブ　田口堅吉）

体験を平和につなぐ vol.11
中国人との交流から平和を考える

総主事総主事
佐 竹 　 博佐 竹 　 博
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　梅雨の季節がやってきます。子
どもたちは天候に関係なく元気
いっぱいに毎日を過ごしていま
す。雨が続くと家での過ごし方も
頭を悩ませることもあるのではな
いでしょうか。
　そのような時は思い切って、雨
の時にしかできないことで楽しん
でみませんか。保育園では、雨が
小降りの日に、カッパなどを着て
散歩に出掛けることもあります。
草花に雨のしずくが垂れているの
を観察することや、水溜まりの上
を歩くことで、いつもの散歩コー
スも特別なものになります。

　部屋の中では、新聞ちぎりや小
麦粉、寒天、片栗粉を水に混ぜた
粘土を固めて色々な感触を楽しん
で過ごしています。布団の圧縮袋
に水を入れ、ウォーターマットを
作って触れるのも楽しいです。
　子どもの五感は刺激をたくさん
受けるほど発達し、豊かな情緒や
発想力、考える力につながります。
五感を使った遊びは、身近な所に
たくさんあり、子どもたちにとっ
てはどんな素材も楽しい魅力的な
遊びにつながります。
（YMCAつるみ保育園　
　　　　　主任　野口真実）
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▲楽しく体を動かすことに取り組んだヘルシーキッズデー

▲昨年プールで行ったいのちを守るための着衣泳体験

▲ キッスコーナーで子どもたちと折り紙で遊
ぶ横浜YMCAの保育士
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横浜青年

● 新型コロナウイルスの感染・拡大防止のた
め、イベントを延期・中止させていただく
場合があります。（参加費は税込み）

レクチャー
■イングリッシュセミナー
ゲストから世界各国の多様な文化の紹介や日
本との比較などを行います。
日　時 6 月17日（金）午前10時～正午
会　場 オンライン（Zoom）
テーマ  Thai Culture～Its Unique Charm～ 
ゲスト Jariya Jiriyasinさん
 （Kingdom of Thailand）
参加費 会員1,200円、一般1,500円
申込み kamakura_info@yokohamaymca.org
問合せ 鎌倉YMCA　☎0467(24)7859

キリスト教理解
■とつか聖書を学ぶ会
日　時 6 月 9 日（木）
 午前10時30分～11時30分
会　場 湘南とつかYMCA 4 階404教室
テーマ　聖書を楽しく学ぼう
講　師  堀野浩嗣氏（横浜戸塚バプテスト教

会牧師）
参加費 無料
問合せ 湘南とつかYMCA　☎045(864)4768
 ymsports@yokohamaymca.org

イベント
■グローバルセミナー「パレスチナ難民を考える」
世界難民の日に合わせ、パレスチナの人びと、特
に女性や子どもに焦点をあて取材を続けるジャー
ナリストの古居みずえさんをゲストに迎え、難民
として暮らす人びとの現状について学びます。
日　時 6 月11日（土）午後 6 時30分～ 8 時
会　場 オンライン（Zoom）
対　象 横浜YMCA国際事業委員会
参加費 無料（要・事前申し込み）
申込み https://bit.ly/ 3 PjOmOt
またはQRコードにてお申込みください。
問合せ 国際・地域事業　☎045(662)3721
■第 1 回 横浜YMCAユースリーダーズ・
　キックオフデイキャンプ
日　時 6 月12日（日）午前10時～午後 4 時30分
会　場  三浦YMCAグローバル・エコ・ヴィ

レッジ（現地集合解散）
対　象 18歳～35歳（高校生不可）
内　容 野外活動体験・村内ウォークラリー等
参加費 1,120円
詳細 https://bit.ly/ 3 wVud99
またはQRコードをご覧ください。
■ホップ・ステップ・キャンプキャンペーン
〇親子プレデイキャンプ
日　時 6 月26日（日）午前 9 時30分～午後 4 時
会　場  三浦YMCAグローバル・エコ・ヴィ

レッジ（現地集合解散）

参加費 会員 7,200円、一般 8,300円
〇ファミリーキャンプ富士山探検隊
大自然の中でキャンプ体験をします。
日　時 7 月 2 日（土）～ 3 日（日） 1 泊 2 日
会　場  富士山YMCAグローバル・エコ・ヴィ

レッジ（現地集合）
申込み 詳細は、https://bit.ly/3LHD
Rl0またはQRコードをご覧ください。

子育て支援
■横浜子育てサポートシステム入会説明会
日　時 6 月 7 日（火）午前10時～11時
 6 月30日（木）午後 1 時30分～ 2 時30分
会　場 金沢区地域子育て支援拠点とことこ
対　象  横浜子育てサポートシステムに入会

を考えている方
問合せ  横浜子育てサポートシステム金沢区

支部事務局　☎045(352)7110
■横浜子育てサポートシステム入会説明会
日　時 6 月17日（金）午前10時15分～11時15分
 30日（木）午後 2 時～ 3 時
会　場 中区地域子育て支援拠点のんびりんこ
対　象  横浜子育てサポートシステムに入会

を考えている方
問合せ  横浜子育てサポートシステム中区支

部事務局　☎045(663)0676
■プレママDay
日　時 6 月 7 日（火）・ 7 月 5 日（火）
 午前10時30分～11時30分

会　場 金沢区地域子育て支援拠点とことこ
対　象 第 1 子妊娠中の方
内　容 タッチケア体験とおしゃべりタイム
申込み 金沢区地域子育て支援拠点とことこ
 ☎045(780)3205

学校説明会
■横浜YMCA学院専門学校
日　時  6 月11日(土)・25日(土)
 午後 1 時～ 3 時
内　容 学校説明会
申込み ☎045(661)0080
■YMCA健康福祉専門学校
日　時  6 月 4 日(土)・11日(土)午前 9 時30分

～12時30分/午後 2 時～ 5 時
内　容 オープンキャンパス
日　時  6 月18日(土) 午 前10時 ～11時30分/

※午後 2 時～ 5 時
内　容 AO入試・学校説明会/※オープンキャンパス
申込み ☎046(223)1441
詳細はhttps://bit.ly/3OaLjr1 
またはQRコードをご覧ください。
■横浜YMCAスポーツ専門学校
日　時 6 月19日(日)午前9 時30分～/午後2 時～
 6 月25日(土)午前10時～/午後2 時～
内　容 入試・学校説明会
申込み ☎045(864)4990
詳細はhttps://bit.ly/3k50tkH
またはQRコードをご覧ください。

　指導や子育てのスペシャリストをお招きし
て｢子どもたちが安心して豊かな生活を送る
ためにできること｣をテーマにお話しを伺い
ます。
■怒らないコーチング、怒らない子育て
　日　時　 6 月 5 日（日）午後 3 時～ 5 時
　会　場　湘南とつかYMCA・オンライン(Zoom）
　参加費　無料

パネリスト：益子直美氏（バレーボール元日
本代表）・池上正氏（NPO法人I.K.O市原アカ
デミー理事長）・一場哲宏氏（伊勢原FCフォ
レスト代表理事）
詳細はhttps://bit.ly/3KTXq9S
またはQRコードをご覧ください。

ウ クラ イナ 支 援 募 金
　日本YMCA同盟・ヨーロッパYMCA同盟・
ウクライナYMCAとの連携による避難民支援
は 4 月末現在、39組 87名の支援につながっ
ています。横浜YMCAでは継続してこの活動
のための支援募金を受け付けています。
　不安の中にいる人びとが少しでも安心して
過ごせるようご協力をお願いいたします。

ウクライナ支援募金（第 2 次募金期間：
2022年 8 月31日まで）詳細はQRコードまたは、

https://bit .ly/3sKNfxyをご覧く
ださい。問合せ　国際・地域事業　
☎045(662)3721

ヘルシーキッズ＆ファミリーキャンペーン
「怒らないコーチング、怒らない子育て」パネルディスカッション開催
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ＶISION2034 FOR YOUTH DEVELOPMENT 公正で平和な世界に向けて、ユースが自らの能力を最大限に発揮し、主体的かつ積極的な貢献によって社会を変革し続けるために

安心して施設をご利用いた
だくため、日常的な消毒清
掃、扉や窓の開放等の感染
予防対策を行っています。

ウイルス感染防止対策の
取り組み

【VISION2034 創立150周年に向けた将来計画】
　横浜YMCAでは、「横浜YMCA－私たちの
使命」に基づき、社会の課題解決のための
活動に取り組んでいます。横浜YMCAが
創 立150周 年 を 迎 え る2034年 に 向 け、
「VISION2034」を策定し2021年4月から取
り組みを展開しています。公正で平和な社
会を創るため担い手を育み、社会に貢献し、
互いを認め合い、高め合う「ポジティブネッ

ト」のある豊かな社会を創る
働きを推進します。詳細はQR
コードまたはURL https://bit.
ly/3NxQ250にてご覧ください。

　横浜YMCAでは、ボランティアとして組織
の運営に関わる常議員や運営委員、事業委
員、各プログラムの指導者（リーダー）など
の役割を担うユースがボランティアとして活
動しています。3月に開催された横浜YMCA
のユースリーダー感謝会では、社会人リー
ダーで、常議員の役割を担うユースの竹中
優奈さんがオンラインで「YMCAのリーダー
で経験した、仲間とと
もに課題を乗り越え
る経験は、就職してか
らも土台となっていま
す」と語りました。

　横浜YMCAでは、ユースが将来に向けたより
良い職業選択につながるインターンシップを
受け入れています。学生（ユース）が興味のあ
る企業や団体などにおいて実際に職業体験を
行うことで、業務内容や働く環境を体験し、理
解を深めることを目的としています。 2021年
度のインターンシップは、横浜中央YMCAウエ
ルネススポーツクラブ・アフタースクール、運
営受託している横
浜市地域子育て支
援拠点のんびりん
こなどで受け入れ
を行いました。

　2021年の10月17日から11月28日において
オンラインで開催された第52回全国YMCA
リー ダー 研 修 会 に、横 浜YMCAから12人 の
ユースリーダーが参加し、豊かな学びと交流
の時を持ちました。「Negative capability × X
= Positive Well-being」をテーマに自分と他者
との関係やコミュニケーションと周りの関係な
どについて考える時をもちました。参加にあた
り 横 浜YMCA
青少年指導者
養成基金（青
少 年 基 金 ）か
らのサ ポート
がありました。

　障がいのある人の就労を支援していこうと
2つのワークサポートセンターを展開してい
ます。一つは2007年に開設した「アンジュ」
にて就労支援や自立に必要なスキルを身につ
けるために手作りパンの販売などを行ってい
ます。もう一つは、「レザン」にて地域や社
会とつながる交流の場として主にカフェの運
営を行っています。
いじめをなくす運動
ピンクシャツデーで
は、刺繍を施したバッ
ジを作成し、完売し
たことで自信をつけ
ることができました。

横浜YMCAで役割を担う
経験を積むユース

ユースの将来につながる
インターンシップ受け入れ

ユースの主体的・積極的な
活動をサポートする青少年基金

就労支援 ワークサポート
センター アンジュとレザン

▼デスクペン 夏休みを前に今年も「ウォーターセーフティーキャンペーン」を行います。6月19日（日）に25ｍチャレンジと着衣泳体験会を開催します。「自分のいのちを守り、みんなのいのちを大切に」する取り組み（２面下ご参照）に、ぜひご参加してみませんか。（直）
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気
付
き
︑
も
っ
と
勉
強
し
よ
う

と
決
め
ま
し
た
︒
そ
の
よ
う
な
中
で
︑
ア

プ
リ
を
用
い
て
日
本
人
と
会
話
を
練
習
す

る
機
会
を
得
ま
し
た
︒
2
年
程
続
け
ま
し

た
が
︑
そ
の
練
習
の
相
手
の
方
が
イ
ン
ド

に
遊
び
に
来
る
こ
と
に
な
り
︑
私
は
イ
ン

ド
を
代
表
し
て
お
迎
え
す
る
気
持
ち
で
観

光
地
を
案
内
し
ま
し
た
︒

　
新
し
い
環
境
で
日
本
語
を
学
び
た
い
気

持
ち
が
大
き

く
な
り
︑
ま

た
︑
ア
プ
リ

で
知
り
合
っ

た
方
が
い
ろ

い
ろ
と
調
べ

て
く
だ
さ
り
︑

学
ぶ
環
境

が
良
い
と
勧

め
ら
れ
た
横

浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
専
門
学
校
の
日
本
語
学

科
に
入
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒

　
日
本
語
学
科
で
は
︑
さ
ま
ざ
ま
な
国
の

学
生
が
集
ま
り
︑
学
び
を
共
に
し
て
い
ま

す
︒
国
や
文
化
︑
習
慣
︑
話
す
言
葉
が
違
っ

て
い
て
も
︑
互
い
に
認
め
合
い
︑
尊
重
し

合
い
︑
分
か
ち
合
い
な
が
ら
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
︒
そ
の
よ
う
な
仲
間
と
と

も
に
学
ぶ
こ
と
で
私
の
視
野
が
と
て
も
広

が
り
ま
し
た
︒
ま
た
︑
学
校
と
同
じ
建
物

に
あ
る
英
語
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
イ
ン
ド
の
話
を
す
る
機
会
を
い
た

だ
き
意
義
深
い
交
流
で
し
た
︒
卒
業
前
の

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
︑
皆
の
前
で
ス

ピ
ー
チ
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
︒
学
校

生
活
で
信
頼
で
き
る
友
人
や
先
生
に
囲
ま

れ
︑
自
分
の
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
︒

2
0
2
1
年
3
月
に
日
本
語
学
科
の

学
び
を
終
え
卒
業
し
ま
し
た
が
︑
さ
ら

に
学
び
た
い
と
思
い
︑
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ネ
ッ
ト
募
金
の
支
援
に
よ

り
︑
同
校
の
国
際
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
に

進
学
で
き
ま
し
た
︒
お
支
え
に
感
謝
い

た
し
ま
す
︒
現
在
は
日
本
で
の
就
職
を

目
指
し
て
日
々
学
習
に
励
ん
で
い
ま
す
︒

149

国
や
文
化
︑
習
慣
な
ど
多
様
な
仲
間
と

共
に
学
び
視
野
が
広
が
り
成
長
で
き
た

チ
ャ
ウ
ハ
ン
プ
ラ
デ
ィ
ー
プ

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
専
門
学
校

国
際
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
　
　

▲ 学校行事で中華街を訪れた 
　 （後列中央 2021年7月） 

▲ ユースリーダとその活動を支えるワイズメンズクラブが相互に協力し、定期的に地域の清掃を行っ
ている。この日は世界のワイズメンズクラブが行動するキャンペーンにユースリーダーが参画した


